
 

                             

         

マ
ー
チ
ン
・
フ
ォ
ー
ウ
ッ
ド

氏
は
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
周
辺

の
写
真
や
、
被
害
の
資
料
を

交
え
二
時
間
余
に
渡
っ
て
報

告
し
ま
し
た
。
グ
リ
ン
ピ
ー

ス
ジ
ャ
パ
ン
の
野
川
温
子
さ

ん
の
適
切
な
通
訳
と
原
子

力
資
料
情
報
室
の
澤
井
正

子
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
操
作
で
内
容
の

濃
い
報
告
会
に
な
り
ま
し

た
。 報 

告 

要 
旨 

 

一
九
五
七
年
に
も
大
事
故 

昔
ウ
イ
ン
ズ
ケ
ー
ル
と
呼

ば
れ
た
私
た
ち
の
地
域
に
、

一
九
五
〇
年
代
に
軍
事
目

的
で
原
子
力
施
設
が
設
置

さ
れ
、
五
七
年
に
は
原
子

炉
で
重
大
な
事
故
が
発
生

し
、
放
射
能
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全

域
に
拡
散
し
た
。
そ
の
後
商

業
用
再
処
理
工
場
へ
と
転

換
し
た
が
、
八
〇
年
代
に
入

っ
て
周
辺
に
白
血
病
の
多
発

が
明
ら
か
に
な
り
、
セ
ラ
フ

ィ
ー
ル
ド
と
改
称
さ
れ
た
。 

再
処
理
の
必
要
性
の
根

拠
と
し
て
、
当
時
、
世
界
で

四
〇
〇
〇
基
に
増
え
る
だ

ろ
う
と
予
想
さ
れ
た
原
発

は
現
在
四
三
〇
基
で
予
定

の
十
分
の
一
で
あ
る
。
天
然

ウ
ラ
ン
も
不
足
し
て
い
な
い
。

再
処
理
の
必
要
性
は
失
わ

れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
再
処
理
工

場
は
、
四
六
〇
億
ポ
ン
ド
の

負
債
を
抱
え
破
産
状
態
に

陥
っ
て
い
る
。 

ソ
ー
プ
工
場
の
事
故 

 

今
年
四
月
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル

ド
工
場
で
発
覚
し
た
高
濃

度
放
射
性
溶
液
漏
洩
事
故

で
は
、
計
量
建
屋
の
天
井
に

釣
り
下
げ
ら
れ
た
計
量
器

の
パ
イ
プ
に
亀
裂
が
入
り
八

万
三
千
リ
ッ
ト
ル
も
の
高
レ

ベ
ル
放
射
性
溶
液
が
漏
れ
だ

し
た
。
こ
れ
は
使
用
済
み
燃

料
二
二
㌧
分
に
当
た
る
。

発
見
さ
れ
る
ま
で
九
ヶ
月
を

要
し
た
の
は
労
働
者
が
「
新

し
い
工
場
な
の
で
事
故
な
ど

あ
り
得
な
い
」
と
思
い
こ
み

ア
ラ
ー
ム
を
無
視
し
た
た
め

で
あ
る
。
事
故
建
屋
の
放
射

能
濃
度
は
高
く
遠
隔
操
作

で
し
か
対
処
出
来
な
い
。 

廃
液
は
西
風
で
陸
上
へ 

 

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
工
場
か

ら
は
一
日
で
九
百
万
リ
ッ
ト

ル
の
放
射
性
廃
液
が
捨
て
ら

れ
て
い
る
。
プ
ル
ト
ニ
ュ
ウ
ム

は
重
い
物
質
で
あ
る
が
、
実

際
に
は
、
放
射
能
は
西
風
に

よ
っ
て
陸
地
に
吹
き
寄
せ
ら

れ
、
波
し
ぶ
き
と
と
も
に
舞

い
上
が
り
、
再
処
理
工
場
付

近
や
集
落
の
上
に
「
核
の
カ

ク
テ
ル
」
と
な
っ
て
降
り
注
ぐ
。

そ
れ
は
プ
ル
ト
ニ
ュ
ウ
ム
測
定

値
を
地
図
の
上
に
記
入
し

グ
ラ
フ
に
し
て
見
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
。 

放
射
能
は
英
国
全
土
に 

軽
い
物
質
の
セ
シ
ュ
ウ
ム
は

カ
ナ
ダ
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

で
も
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
も

の
が
検
出
さ
れ
、
英
国
の
ど

の
海
岸
か
ら
も
放
射
能
が

測
定
さ
れ
る
。
地
元
で
採
れ

る
「
タ
マ
キ
ビ
貝
」
か
ら
は
一

キ
ロ
あ
た
り
百
〜
二
百
ベ
ク

レ
ル
の
放
射
能
が
検
出
さ
れ

た
。
国
連
は
一
キ
ロ
あ
た
り

一
ベ
ク
レ
ル
以
上
の
魚
の
輸

出
を
禁
止
す
る
方
向
に
あ

る
。
英
国
よ
り
大
規
模
な
日

 

  三陸の海を                              ２００５（平成１７）年 
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イ
ギ
リ
ス
の
全
て
の
海
岸
か
ら 

放
射
能
が
検
出
さ
れ
る
事
態 

住
民
側
の
環
境
健
康
調
査
の 

 
 
 
 
 
 
 

事
前
デ
ー
タ
が
重
要 

《イギリスセラフィールド再処理工場の今を語る》 

マーチン・フォーウッド氏 報告会 
    盛岡で１００人結集 

 

十
一
月
二
十
日
午
後
、
盛
岡
で
、
《
イ
ギ
リ
ス
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
再

処
理
工
場
の
今
を
語
る
》
マ
ー
チ
ン
・
フ
ォ
ー
ウ
ッ
ド
さ
ん
報
告
会
（主

催
・
実
行
百
人
委
員
会
・
共
同
代
表
、
森
純
子
さ
ん
、
立
花
静
枝
さ

ん
） 

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
に
は
、
三
陸
沿
岸
各
地
の
漁
業
関

係
者
や
消
費
者
市
民
の
ほ
か
に
、
県
議
、
市
町
村
議
員
、
環
境
運
動

関
係
者
も
参
加
し
、
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
現
地
の
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。

実
行
百
人
委
員
会
は
賛
同
者
が
百
人
を
越
え
運
動
の
高
ま
り
を
示

し
ま
し
た
。
集
会
後
、
「
三
陸
の
海
を
守
る
た
め
岩
手
県
は
責
任
を

果
た
せ
」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
大
通
り
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 



本
の
沿
海
漁
業
が
受
け
る

影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。 

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
「
ピ
ザ
」 

 

二
年
前
イ
タ
リ
ア
が
再
処

理
の
再
契
約
に
動
き
出
し

た
が
、
私
た
ち
は
一
計
を
案

じ
て
イ
タ
リ
ヤ
大
使
館
に
セ

ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
河
口
の
泥
や

海
藻
で
作
っ
た 

「
ピ
ザ
」
を

持
参
し
面
会
を
求
め
た
。
カ

ー
ド
に
は
地
元
大
学
で
測
っ

た
プ
ル
ト
ニ
ュ
ウ
ム
や
セ
シ
ュ

ウ
ム
の
計
測
値
を
明
示
し
た
。

大
使
館
で
は
受
取
り
を
拒

否
し
、
結
局
イ
ギ
リ
ス
環
境

局
が
放
射
性
廃
棄
物
と
し

て
処
理
し
た
。 

家
の
ほ
こ
り
の
中
に
放
射
能 

 

海
岸
か
ら
７
キ
ロ
も
離
れ

た
家
の
ホ
コ
リ
か
ら
通
常
値

の
千
倍
も
の
放
射
能
が
測

定
さ
れ
た
。
二
人
の
子
ど
も

を
持
つ
夫
婦
は
心
配
に
な

り
家
を
売
っ
て
転
居
し
た
が
、

家
は
二
束
三
文
に
し
か
な

ら
な
か
っ
た
。 

五
十
年
も
の
核
汚
染
蓄
積 

 

私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
核

汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

全
く
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
一
歳
の
長
男
を
連

れ
て
、
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
海

岸
で
よ
く
遊
ん
だ
。
そ
の
た

め
息
子
は
一
二
歳
の
時
白

血
病
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
幸

い
五
年
間
の
治
療
で
今
で
は

健
康
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
核
関
連

産
業
労
働
者
の
一
九
六
〇

年
代
生
ま
れ
の
子
ど
も
達

の
白
血
病
出
現
率
は
全
国

平
均
値
の
一
四
倍
も
あ
る
。 

 
 

海
岸
の
土
壌
を
例
え
ば

二
㌢
、
五
㌢
、
二
〇
㌢
と
掘

っ
て
調
べ
る
と
二
〇
㌢
の
あ

た
り
が
一
番
放
射
能
が
高

い
。
重
い
放
射
性
物
質
が
浸

透
し
固
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。 

住
民
側
か
ら
の
環
境
や
健

康
の
デ
ー
タ
の
準
備
を 

 

再
処
理
工
場
と
闘
う
に

は
、
「
公
式
発
表
」
に
依
存

す
る
の
で
は
な
く
「
住
民
側

の
事
前
の
デ
ー
タ
」
が
対
置

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
手
法
の
違
い
が

あ
る
。
彼
ら
は
《
安
全
な
デ

ー
タ
》
を
取
り
た
が
る
。
政

府
は
た
っ
た
二
㌢
の
深
さ
の

土
壌
し
か
調
べ
な
か
っ
た
。

そ
の
五
〇
㌢
横
か
ら
高
い
放

射
能
が
検
出
さ
れ
た
り
す

る
。 

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
・
今
後
の
運
動 

 

私
た
ち
の
会
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
（
環

境
の
放
射
能
汚
染
に
反
対

す
る
カ
ン
ブ
リ
ア
市
民
の

会
）
は
「
五
〇
年
に
わ
た
っ
て

汚
染
さ
れ
た
環
境
を
ク
リ

ー
ン
に
し
て
返
せ
」
と
い
う

運
動
を
続
け
て
い
る
。
岩
手 

の
人
々
と
固
く
連
帯
し
て 

再
処
理
を
や
め
さ
せ
海
と 

 
 

 

報
告
会
終
了
後
《
放
射
能
で

三
陸
の
海
を
汚
さ
な
い

で
！
》
の
横
断
幕
と
ギ
タ
ー

と
ジ
ャ
ン
ベ
の
鳴
り
物
を
先

頭
に
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
日

曜
日
の
大
通
り
の
買
い
物
客

な
ど
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

出
発
時
二
五
人
ほ
ど
の
行 

生
活
を
守
り
た
い
。 

こ
の
報
告
の
あ
と
、
会
場

か
ら
、
「
巨
額
の
負
債
で
破

産
し
て
も
何
故
ス
ト
ッ
プ
し

な
い
の
か
」
「
日
本
か
ら
持
ち

出
し
た
二
七
〇
〇
ト
ン
も
の

使
用
済
み
核
燃
料
は
ど
う

な
る
の
か
」
「
私
た
ち
に
出
来

る
事
前
の
環
境
・
健
康
調
査

と
は
な
に
か
」
な
ど
の
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

（
ま
と
め
・
尚
） 

進
が
、
三
十
分
後
の
解
散

時
に
は
、
五
十
人
を
越
え
ま

し
た
。
「
放
射
能
の
隠
し
味

な
ど
ご
め
ん
だ
！
」
「
さ
し

み
に
放
射
能
は
嫌
だ
！
」
な

ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド
に
共
感
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
県
議
会
で
全
会
一

致
採
択
さ
れ
た
請
願
の
早

期
具
体
化
を
岩
手
県
当
局

に
要
求
す
る 

プ
ラ
カ
ー
ド

も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

  

 

十
一
月
五
日
（
土
）
、
宮

古
市
で 

豊
か
な
三
陸
の
海

を
守
る
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
会
に
は
、
漁
業
関
係
者

や
消
費
者
市
民
、
主
婦
、
野

鳥
の
会
会
員
や
宮
古
市
、

山
田
町
の
議
員
な
ど
二
十

五
人
が
集
ま
り
、
代
表
に
山

田
町
議
員
の
田
村
剛
一
氏
、

事
務
局
長
に
菅
野
和
夫
氏 

を
選
出
し
、
規
約
を
決
定
し

ま
し
た
。
運
動
の
課
題
と
し

て
は
、
沿
岸
各
市
町
村
首

長
に
放
射
能
汚
染
や
そ
の

他
の
海
洋
汚
染
の
防
止
に
つ

い
て
請
願
を
行
う
こ
と
、
各

地
に
幹
事
を
置
き
、
学 

習
会
や
海
の
汚
染
監
視
、 

 

マ
ー
チ
ン
・
フ
ォ
ー
ウ
ッ
ド

氏
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
報
告
会

開
催
に
あ
た
り
、
趣
旨
に
賛

同
す
る
百
人
委
員
会
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
私
た
ち
の

呼
び
か
け
は
多
く
の
人
々
の

共
感
を
得
、
集
会
当
日
ま

で
に
賛
同
者
（
百
人
委
員
会

参
加
）
が
百
八
人
と
な
り
ま

し
た
。 

 

広
報
活
動
を
行
う
な
ど
を

決
め
ま
し
た
。 

 

宮
古
・山
田
で 

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」上
映
会 

 

内
部
被
曝
の
実
態
を

描
い
た
映
画
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」

（
鎌
仲
ひ
と
み
監
督
）
の
上

映
会
が
十
一
月
二
十
日

（
日
）
山
田
中
央
公
民
館
と

宮
古
市
民
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
両
会
場
と

も
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
多
く
の
人
々
が
入
場
し
、

山
田
で
約
七
十
人
、
宮
古
で

約
八
十
人
が
鑑
賞
し
、
被

曝
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。 

 

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験 

二
ヶ
月
延
期
の
ニ
ュ
ー
ス 

朝
日
新
聞
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
「
日
本
原
燃
の
児
島
伊

佐
美
社
長
は
十
一
月
十
八

日
記
者
会
見
し
、
原
子
力

発
電
所
か
ら
出
る
使
用
済

み
核
燃
料
の
再
処
理
工
場

（
青
森
県
六
ヶ
所
村
）
で
、
〇

七
年
五
月
に
予
定
し
て
い
た

本
格
操
業
の
開
始
を
二
ヶ

月
間
延
期
し
、
同
年
七
月

と
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
」

と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
開
始
は
来
年
二
月

に
な
る
と
い
い
ま
す
。 

 

ガ
ラ
ス
固
化
体
施
設
の
設

計
ミ
ス
の
影
響
と
見
ら
れ
ま

す
が
、
内
外
の
運
動
の
影
響

や
政
治
的
情
勢
の
変
化
も

感
ぜ
ら
れ
ま
す
。 

青
森
県
知
事
へ
の
要
請

《
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
操
業

開
始
の
た
め
の
安
全
協

定
を
結
ば
な
い
事
》 

◎
み
ん
な
で
署
名
運
動

を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

署
名
用
紙
の
入
手
、
と
り
ま

と
め
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
。 

 

事
務
局 

永
田 

 

〇
一
九
（六
六
一
）一
〇
〇
二 

 

放射能で海を 

 汚すな！ 
盛岡の大通りを 

パレード 

ギター、ジャンベも 

  繰り出して 

《百
人
委
員
会
》賛
同
者
・ 

カ
ン
パ
百
人
を
越
え
る 


